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SNS疲れする子どもたち

最近「ＳＮＳ疲れ」という言葉をよく見かけるようになりました。ＳＮＳでの人とのつながりに疲
れて、ＳＮＳを利用することが負担になってしまう状態のことをネットの世界で言っています。ＳＮ
Ｓの普及が進む一方で、「ＳＮＳ疲れ」を感じている人は少なくなく、見逃せない問題となっていま
す。

ＳＮＳ疲れの実態と原因

※「いいね」とは……ＳＮＳの利用者が、気に入った投稿などに対してボタンを押して共感を伝える機能。
「いいね」された数は数値として表示され、他の利用者からも見ることが可能。

Ｂ男 @boxxxx

家族でキャンプ！

僕なんて毎日部活
ばっかりなのに……

D美 @dmixxxx

今日は楽しかった～！
みんなサイコー！

私、嫌われてる
のかな……？

では、「ＳＮＳ疲れ」とは具体的にどういったもので、その原因は何なのでしょうか。ＳＮＳを利
用している子どもを例にあげて説明してみたいと思います。

Ａ子はＳＮＳが大好き。毎日い
ろいろな投稿をしているうちに、
少しずつ「いいね（※）」の数
が増えていることを喜んでいま
した。

やった！
20いった！

20
いいね

何で私より
多いの 怒

しかしある時、ＳＮＳをはじめ
たばかりのＣ美が、自分より多
くの「いいね」をもらっている
のを目にして、イライラしてし
まいました。

Ｃ美 ＠cb×××

買い物したよ～

36
いいね

それ以来、「いいね」の数が気
になってしかたがなくなったＡ
子は、ＳＮＳから離れられなく
なり、心身ともにストレスをた
める生活を送るようになってし
まいました。

このように、ＳＮＳでの自分の投稿に対する他人の反応や他の利用者の投稿などを必要以上に気に
して、ストレスを感じるようになった状態を、「ＳＮＳ疲れ」といいます。ＳＮＳでは常に人とつな
がっており、頻繁にさまざまな情報が飛び込んでくるため、こうした症状がおきやすいのです。

「ＳＮＳ疲れ」になる原因としては、ほかにも、「他の利用者の楽しそうな投稿を見て嫉妬してし
まう」「友達の投稿で、自分が遊びに誘われていなかったことを知って傷つく」などがあげられます。

いろいろな人と気軽につながることができる反面、そのつながりがストレスになることもあ
るＳＮＳ。利用するにあたっては、あくまでコミュニケーションツールの一つである、という
認識を持って、ＳＮＳにふりまわされないよう注意することが大切です。

Ａ子 ＠ako××

22
いいね

Ｃ美 ＠cb×××

40
いいね

やっぱりＣ美
のほうが多い


